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活 用 に 当 た っ て 

 

 乳幼児やその保護者を取り巻く環境の変化に伴い、社会は幼稚園・保育所・認定こども園等の保

育者に対し、より高い専門性を求めています。その中で、いつの時代にも保育者に求められる、乳

幼児を理解し、意図的・計画的に総合的な保育を行うために必要な資質能力は、「不易」の部分と

して位置付けられ、常に原点に立ち返って向上させていくべきものです。したがって、実際に保育

に当たる保育者には、これまで以上に乳幼児の主体的な活動を支えるための保育力や専門性が求め

られています。 

 秋田県では、平成 30 年度、教員の養成・採用・研修を通じた新たな研修体制を構築するための

指標「秋田県教員育成指標」（現「秋田県教職キャリア指標」）を策定するとともに、この教員育

成指標を踏まえて「秋田県教職員研修体系」を改訂しました。令和３年３月、国の中央教育審議会

が示した「『令和の日本型学校教育』を担う新たな教師の学びの姿の実現に向けて」では、新たな

教師の学びの姿として、一人一人の教職員が、自らの専門職性を高めていく営みであると自覚しな

がら、誇りをもって主体的に研修に打ち込むことが求められています。教職員一人一人の主体的な

研修受講と学校管理職の指導助言の組合せにより、教職員の資質能力の向上を図ること、自らの意

思をもって、自律的・主体的に研修を選択受講し、資質を高めていくこと、日常的にそれぞれの教

育技術を学び合い資質能力を高め合うことなどを念頭に、教職員在職の全期間を通して計画的・継

続的にキャリアステージに応じた研修を進められるよう体制を整備し、刷新を図っています。 

 幼稚園・保育所・認定こども園等の保育者が、小学校以降の教育を支える根幹的な役割を担って

いることを踏まえ、県及び県教育委員会では、秋田県教職員研修体系に基づき研修を実施しており

ます。平成 29 年３月に行われた幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の改訂

及び保育所保育指針の改定の趣旨を実現するため、「秋田県教職キャリア指標」と「秋田県教職員

研修体系」に基づき、各キャリアステージで求められる資質能力（到達目標）を明確にするととも

に、自己の資質能力の向上に向けた取組と評価ができる「自己到達目標評価表」を作成しました。 

 幼稚園・保育所・認定こども園等の保育者の皆様には、本冊子の趣旨を十分御理解いただくとと

もに、次の１～３のような活用の仕方を参考に積極的に活用されることを期待しています。 
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１ 中・長期的な活用（採用から管理職まで中・長期的に活用） 

  ・各キャリアステージで求められる資質能力の目安を理解する 

  ・自分に必要な資質能力の理解と、資質能力の向上を図る見通しをもつ 

  ・園長等の管理職が、各保育者の評価に目を通すことで、各保育者の成長を把握し、より細や

かな支援の参考とする 

 

２ 短期的な活用（１年単位で活用） 

 （１）自分の目標をもつために 

   ・自分の現在の資質能力を把握する 

   ・自分の得意・不得意な分野を把握する 

   ・自分の現状（園での立場、現在の資質能力、得意・不得意な分野等）に合致するキャリア 

    ステージを選択し、資質能力の向上の目安とする 

   ・年度毎に自分の重点目標と重点目標達成に向けた方法を設定し、年度途中に評価・改善を 

    行うことで、自分の保育実践に生かす 

 （２）各保育者に応じた研修計画の作成のために 

   ・各保育者の資質能力（各分野別の資質能力等）に応じた園外研修先を検討する 

   ・各保育者の資質能力（各分野別の資質能力等）の分析により、園内研修の内容（テーマ別

研修等）を検討する 

    

３ 園の運営に活用 

  ・各保育者の資質能力を考慮した園務分掌を検討する 

  ・園長等との面談等に活用し、各保育者の自己評価に対し、適切な評価と助言をする 

  ・保育者の自己評価アンケート項目の参考とする 

  ・園評価項目の参考とする 

 

 


